
 

  

  

  

公表：  2024 年  2 月 9 日                          事業所名 こどもサポート教室「きらり」高砂事業所  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を 

踏まえた改善内容 

又は改善目標 

環

境 
・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で

適切である  
〇  

適切なスペースを確保

し、個室と大部屋を使い

分けています。 

   

②  職員の配置数は適切である  〇  
適切な人員数を配置して

います。 
   

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され

た環境になっている。また、障害の特性に応

じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情

報伝達等への配慮が適切になされている  

〇  

玄関前に段差があるた

め、小さいスロープを設

置しています。事業所内

に段差はございません。 

パーテーションを活用

し、空間を分ける工夫を

しています。 

 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

になっている。また、子ども達の活動に合わ

せた空間となっている  

〇  

清潔感を感じていただけ

るよう、心がけておりま

す。 

机やホワイトボードに接

触し事故に繋がらないよ

う整理整頓を行います。 

業

務

改

善 

⑤  

業務改善を進めるための PDCA サイクル（目

標設定と振り返り）に、広く職員が参画して

いる  

〇  

1 日、月間、年単位の目

標を設定し、業務に取り

組んでいます。 

   

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対し

て事業所の評価を実施するとともに、保護者

等の意向等を把握し、業務改善につなげてい

る  

〇  

事業所評価アンケートに

ご回答いただく他、日々

の FB やイベント後のア

ンケート等で、意向の把

握・業務改善に努めてい

ます。 

   

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表

の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行

うとともに、その結果による支援の質の評価

及び改善の内容を、事業所の会報やホームペ

ージ等で公開している  

〇  
会社HPに公開しておりま

す。 
 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業

務改善につなげている  
 〇  

 現在、第三者評価は実施

しておりません。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会

を確保している  
〇  

社内研修は月１～２回実

施、社外研修にも積極的

に参加しています。 

  

適

切

な

支

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、児

童発達支援計画を作成している  

〇  

定期的にアセスメントを

実施し、利用目的や今後

の目標に向けた個別支援

計画を作成しています。 

   

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

援

の

提

供 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準

化されたアセスメントツールを使用している  
〇  

NC プログラムなどのア

セスメントツールを使用

しています。 

   

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド

ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」

の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家

族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子

どもの支援に必要な項目が適切に選択され、

その上で、具体的な支援内容が設定されてい

る  

〇  

保護者様との面談、アセ

スメントを実施の上、利

用者様に必要な支援内容

を設定しています。 

   

 
⑬  

児童発達支援計画に沿った支援が行われてい

る  
〇  

個別支援計画に基づいた

支援を展開しています。 
   

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  〇 

 

ケース会議やミーティン

グを通して、支援内容や

方向性を職員間で共有し

ています。 

前回までの利用者様の様

子を共有し、次の支援内

容を検討します。 

他職員に相談・協力出来

る体制を整えています。 

⑮  
活動プログラムが固定化しないよう工夫して

いる  
〇 

 

利用者様の興味関心に寄

り添い、療育目標に沿っ

たプログラムを展開して

います。担当を固定化せ

ず、様々な職員との関わ

りも大切にしています。 

   

⑯  

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動

を適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成

している  

〇  

普段は個別支援を行い、

利用者様のニーズや支援

目標に応じ、小集団活動

の実施を行うことがあり

ます。 

   

⑰  

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ

の日行われる支援の内容や役割分担について

確認している  

〇  

朝礼を行い、日々の情報

共有、支援場所の確認や

支援内容の打合せを行い

ます。支援が連続する際

の備品の共有など事前に

打ち合わせを行います。 

   

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、

その日行われた支援の振り返りを行い､気付い

た点等を共有している  

〇  

業務の合間や終礼時を活

用して、業務の振り返

り、お子様の様子や支援

内容の共有を行います。 

   

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につなげている  
〇 

 

支援後に記録を作成し、

記録内容や不備のチェッ

クも職員間で実施するこ

とで、支援内容の共有、

検証や改善を行っていま

す。 

   



 

  

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援

計画の見直しの必要性を判断している  
〇  

半年に 1 回はモニタリン

グを実施し、保護者様・

利用者様に説明と同意を

頂いた後、個別支援計画

を作成します。 

   

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議

にその子どもの状況に精通した最もふさわし

い者が参画している  

〇  

担当者会議には児発管と

担当支援員が参加し、情

報共有を行います。 

   

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や

関係機関と連携した支援を行っている  
〇 

 
必要に応じて、関係機関

と連携を行っています。 
   

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等

の関係機関と連携した支援を行っている  

 〇  

現時点で、医療的ケアが

必要なお子様は利用され

ておりません。 

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制

を整えている  

 〇  

現時点で、医療的ケアが

必要なお子様は利用され

ておりません。 

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼

稚園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図ってい

る  

〇 

 

担当者会議の際に、相談

支援専門員さんを通じて

情報共有を行います。 

   

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小

学部）との間で、支援内容等の情報共有と相

互理解を図っている  

〇 

 

担当者会議の際に、相談

支援専門員さんを通じて

情報共有を行います。 

保護者様からのご要望、

園・学校からのご要望が

あれば、積極的に連携を

させていただきます。 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事

業所、発達障害者支援センター等の専門機関

と連携し、助言や研修を受けている  

〇 

 

他事業所や他機関との情

報交換や連携を行ってい

ます。外部研修にも積極

的に参加しています。 

   

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、障害のない子どもと活動する機会がある  

  

〇  

今年から、「ふれあいコー

ナー」「保護者相談会」な

ど、外部の方でも無料で

療育について知っていた

だける機会を設けており

ます。 

 
㉙  

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど

も・子育て会議等へ積極的に参加している  
〇  

市内の自立支援協議会に

参加しています。 
 

㉚  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの発達の状況や課題について共通理解

を持っている  

〇  

支援内容とそのねらいを

中心に、保護者様へお伝

えしています。 

毎回の支援後の FB や相

談支援の中で、現状や今

後の課題を整理し、療育

の目標の共通理解を図っ

ています。 

事業所外での利用者様の

様子についても、積極的

にお話を伺いたいと考え

ています。 



 

  

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護

者に対して家族支援プログラム（ペアレント･

トレーニング等）の支援を行っている  

〇  
保護者様向けのイベント

を実施しています。 

保護者支援が必要なケー

スもあると感じていま

す。今後も引き続き、相

談支援等で必要な支援を

させていただきます。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明

を行っている  
〇  

利用契約時に説明し同意

を頂いています。 
 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援

の提供すべき支援」のねらい及び支援内容

と、これに基づき作成された「児童発達支援

計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から児童発達支援計画の同意を得てい

る  

〇 

 

支援内容にねらいと目標

をもって個別支援計画を

作成し、説明を行いま

す。その後同意、署名を

頂いています。 

 

㉞  

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対

する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を

行っている  

〇 

 

保護者様から質問・相談

があればお話を伺い、助

言や必要な支援を行いま

す。個別支援計画の更新

時期など、定期的にご相

談事の有無について確認

しています。 

 

㉟  

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を

開催する等により、保護者同士の連携を支援

している  

〇  

保護者様向けのイベント

を実施し、保護者様同士

の交流の機会を設けてい

ます。 

個別療育のため、限られ

た時間での保護者様同士

の交流や連携はとりにく

いと感じています。 

保護者様向けのイベント

の機会を設けています。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについ

て、対応の体制を整備するとともに、子ども

や保護者に周知し、相談や申入れがあった場

合に迅速かつ適切に対応している  

〇  

相談など申し出があれ

ば、その都度対応させて

いただきます。 

   

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対

して発信している  

〇  

イベント案内やブログ、

教室通信の掲示などで情

報発信を行っています。 

   

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  〇  

契約時に個人情報保護の

説明を行います。重要書

類は鍵付きの書庫への保

管を徹底しています。 

   

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や

情報伝達のための配慮をしている  
〇  

配慮すべきことを事前に

保護者様から伺い、対応

に努めています。 

   

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に

開かれた事業運営を図っている  
〇  

今年から、「ふれあいコー

ナー」「保護者相談会」な

ど、外部の方でも無料で

療育について知っていた

だける機会を設けており

ます。 

 



 

  

詳細はチラシ、事業所ま

でご連絡ください。 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や保護

者に周知するとともに、発生を想定した訓練

を実施している  

〇  

各種マニュアルに則り、

職員へ周知し、マニュア

ルに沿った対応ができる

よう研修を実施していま

す。また、保護者様・利

用者様にも閲覧可能な場

所にマニュアルを設置し

ています。 

 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出

その他必要な訓練を行っている  
〇  

防災訓練は、様々なテー

マで月 1 回実施していま

す。今後も定期的に、利

用者様を交えた防災訓練

の実施を継続していきま

す。 

 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等の

こどもの状況を確認している  
〇  

利用開始前にアセスメン

トを実施し、把握に努め

ています。 

日々の利用者様の様子に

ついては、保護者様から

ご連絡いただき把握して

います。 

感染症などによる学級閉

鎖等、地域の感染状況の 

把握に努め、利用者様の

体調に配慮した支援の提

供が必要だと感じていま

す。 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の

指示書に基づく対応がされている  
〇  

食事・おやつの提供は行

っておりません。 

利用開始前にアセスメン

トを実施し、把握に努め

ています。食べ物を扱う

イベントの実施前に、ア

レルギーを確認します。 

 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有

している  
〇  

日々の業務内で生じたヒ

ヤリハットや事故は、報

告書を作成し、回覧・内

容共有しています。 

 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す

る等、適切な対応をしている  
〇  

身体拘束廃止・虐待防止

研修を定期的に実施して

います。外部研修への参

加も行っています。 

 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか

について、組織的に決定し、子どもや保護者に

事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達

支援計画に記載している  

〇  

利用開始前にアセスメン

トを実施し、必要に応じ

て同意書の説明、同意を

頂き、その際は、個別支

援計画にも記載していま

す。職員向けの研修も定

期的に開催しています。 

 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 
 

 

公表：2024 年  2 月 ９日    

事業所名： こどもサポート教室「きらり」高砂事業所   

保護者等数(児童数)：20 名(20 名) 回収数：20 名(20 名)  割合：100％  

  
チェック項目  はい 

どちらとも

いえない 
いいえ 

わから 

ない 
ご意見  

ご意見を踏まえた 

対応  

環

境 
・

体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保

されているか            
18 2   

・広々とした部屋もあ

り、身体を使った遊び

(学び)が出来る。 

活動内容に応じて、部

屋の使い方を工夫して

います。室内でできる

運動系のプログラムも

実施しています。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     17   3 ・適切であると思う。 

適切に配置していま

す。職員紹介の掲示も

ぜひご覧ください。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造

化された環境になっているか。また、

障害の特性に応じ、事業所の設備等

は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

16 1  3 

・小さな子、身体に障

害があっても利用しや

すいように感じる。 

空間を広く使えるよう

工夫しています。 

内密にしたいお話等

は、個室の使用やお電

話での対応をさせてい

ただいております。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる

環境となっているか。また、子ども達の

活動に合わせた空間となっているか        

20    
・清潔感もあり気持ち

がいい。 

毎日清掃、消毒、換気

を実施しています。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的

に分析された上で、児童発達支援計画が

作成されているか  

20    

・子どもの特性を考

え、しっかりと作成し

てくれている。 

計画作成の際には、相

談支援の有無の確認な

ど、保護者の方のお話

を伺う時間を設けてい

ます。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ

イドラインの「児童発達支援の提供すべ

き支援」の「発達支援（本人支援及び移

行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で

示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体

的な支援内容が設定されているか  

20    

・とても具体的でわか

りやすい。私達(親)だ

けでは思いつかない提

案等もしてくれる。 

引き続き、支援者側の

視点を具体的にお伝え

させていただきます。 

分かりにくい点がござ

いましたら、ご質問・

ご相談ください。 

⑦  
児童発達支援計画に沿った支援が行われ

ているか  
19   1 

・してくれてはいる

が、子どもが中々集中

しない時がある。 

お子様が集中して取り

組めるプログラムを検

討します。 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫

されているか  
19   1 

・いつもいろいろなト

レーニングを提案して

くださり、新鮮な気持

ちで取り組めている。 

・本人が興味を持ちや

すいように工夫してく

れている。 

継続が必要な支援は固

定化することもありま

すが、お子様が興味関

心を持ち、飽きないよ

う工夫しています。 

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

⑨  

保育所や認定こども園、幼稚園等との

交流や、障害のない子どもと活動する

機会があるか  

5 1 4 10 

・まだその機会がない

のでわからない。 

・園に通っているの

で、特に事業所での必

要性を感じない。 

園との交流・活動の機

会は設けられておりま

せん。必要と感じる場

合には職員にお声掛け

ください。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な

説明がなされたか  
20    

・とても丁寧で分かり

やすかった。 

引き続き、丁寧でわか

りやすい説明を心がけ

ます。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達

支援の提供すべき支援」のねらい及び支

援内容と、これに基づき作成された「児

童発達支援計画」を示しながら、支援内

容の説明がなされたか  

20    
・丁寧にしてくださり

安心している。 

引き続き、丁寧でわか

りやすい説明を心がけ

ます。 

⑫  

保護者に対して家族支援プログラム（ペ

アレント・トレーニング等）が行われて

いるか  

12 3  5 
・何をすべきかを的確

に教えて下さる。 

ご家庭や園で出来るこ

とを提案させていただ

くことがあります。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合

い、子どもの発達の状況や課題について

共通理解ができているか  

19   1 

・毎回お話できる時間

があるので、安心して

います。 

・都度報告してくださ

るのでその時にすぐさ

ま理解できる。 

毎回の支援の後に FB

を実施しています。 

気になることや分かり

にくいことがあれば、

いつでも職員にご質

問・ご相談ください。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児

に関する助言等の支援が行われているか  
17 1  2 

・心配等を取り除いて

くださり前向きに考え

られる。 

保護者の方とのお話も

大切な支援だと考えて

います。事業所内相談

などの機会をぜひご活

用ください。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援さ

れているか  

6 4 3 7 
・まだその機会がない

ので分からない。 

数か月に 1 回、保護者

の方向けのイベントを

開催しています。今後

も開催しますので、ぜ

ひご参加ください。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れにつ

いて、対応の体制が整備されているとと

もに、子どもや保護者に周知・説明さ

れ、相談や申入れをした際に迅速かつ適

切に対応されているか  

18 1  1 

・申し入れを全て受け

入れるわけではなく、

子どもに合ったものを

提案してくれ、一緒に

考えて下さるので、親

も勉強になっている。 

保護者の方に寄り添

い、お子様の成長を一

緒に見守る姿勢を大切

にしています。ご不安

な点があれば、いつで

もご相談ください。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮がなされているか  
19 1   

・子どもの時は子ども

目線になって、親の時

はしっかり話が出来る

よう子どもを見ててく

れる。 

保護者の方が安心して

話せるよう、職員の対

応を検討しています。

ご相談事は個室を使用

してお話することも可

能です。 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動

概要や行事予定、連絡体制等の情報や業

務に関する自己評価の結果を子どもや保

護者に対して発信されているか  

15 2  4 

・活動概要等をしっか

り目にすることが出

来、安心して子どもを

任せられている。 

活動の様子はいつでも

見学可能です。ブログ

や教室通信で活動の様

子を発信しています。 



 

  

⑲  
個人情報の取扱いに十分注意されている

か  
19   1 

・しっかりされている

と思う。 

社内規定に則り、個人

情報は厳重に扱ってお

ります。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、

保護者に周知・説明されているか。ま

た、発生を想定した訓練が実施されてい

るか  

15 1  4 
・訓練の機会はまだな

い。 

防災訓練の予定を玄関

に掲示しています。ぜ

ひご覧ください。 

㉑  

非常災害の発生に備え、定期的に避難、

救出、その他必要な訓練が行われている

か  

9 1  10 

・実際に見たわけでは

ありませんが。 

・まだその機会がない

のでわからない。 

お子様を交えた訓練を

年数回行っていますの

で、実施の際にはぜひ

ご参加ください。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  17 3   

・その日の体調や気分

にもよるが、クラスの

みんなに「きらり行っ

てくるね～」と伝える

くらい生活の一部にな

っているようです。 

・「楽しみにしてい

る！次いつ？」と毎日

聞いてくる。 

・行くのは嫌じゃない

が、学習はイヤだ。 

通所を楽しみにしてい

ただけており、職員一

同嬉しい気持ちです。

今後もお子様・保護者

様が安心してご利用い

ただけるような工夫を

行ってまいります。 

就学に向けた取り組み

について、お子様が苦

手感を感じない工夫を

行います。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  18 2   

・先生方には感謝して

いるし満足だが、娘の

やる気がない、遊んで

しまうことが少し気に

なる。 

・十分な支援を受けて

いると感じる。集団で

は対応できないところ

を個別で対応していた

だけて、成長している

と実感できる。 

・数字やひらがなに触

れる時間を増やしてほ

しい。同じプリントを

２～３枚するなど同じ

ことをやりこんでほし

いです。 

ありがとうございま

す。引き続き、お子様

に興味関心を持ってい

ただける支援内容を工

夫してまいります。 

また、保護者の方の不

安に寄り添える体制を

整えてまいります。 

支援内容に関するご要

望ありがとうございま

す。保護者様のご要望

とお子様の様子を踏ま

え、支援目標・課題の

設定を行ってまいりま

す。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評

価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


